
夏季の女児既製ドレスの研究(第1報)
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近年既製服の進出・進歩はめざましく,とく

に女児既製ドレスにおいてはその需要が目立っ

ている。母親は女児既製ドレスに対して何を求

めているか,また現在販完されている女児既製

ドレスの実態はどうであろうか。さらに日常生

活の中で実際に着用されている女児既製ドレス

はどんなものであろうか。女児既製ドレスの長

所・短所などを知るために,本調査を行なって

みた。それによると母親の求めている女児既製

ドレスと販完されている女児既製ドレスとの間

にはまだ相当の開きがあるように思われる。今

後女児既製ドレスを製作するにあたって,需要

者の希望をじゅうぶん調査し,その実態を明ら

かにするた馴ここの研究は行なわれたO

調査方法

調査は昭和41年6月末から7月初糾こかけて

広島県下およびその周辺に住む2才～10才の女

児を持つ主婦を無作為に400名抽出して調査の

対象とした。女児および主婦の年令別調査対象

は第1表のごとくであり,家庭の職業は第2表

に示すように公務員・会社員などの-定収入の

給料生活者が80%で調査の対象の大部分をなし

収入の変動のない家庭を主として調査すること

になった。

第1表女児および主婦の年令構成



第2表家庭の職業別割合(形)

家庭の職棄=!蝣聖蟹2 3

調査1は需要・希望実態調査を主としたもの

で調査員が直接家庭訪問し,夏の女児既製ドレ

スをもととしてつくった既製ドレスの利用方

紘,購入方法,サイズ,既服製につ_いての希望,

既製ドレスの今後のあり方などについての質問
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紘(第3表)をあらかじめ用意して,主婦に質

問し該当するところへ調査員が○印をつけた。

さらに意見や希望の欄には,その内容をきき需

要者の声としてまとめてみた。

第3表女児既製ドレスについての調香(1)

開l評価員は,女児をもつ母親に,次の事項を質問し記入してくださいO

(女児の対象は2才～10才とする)

O諏杏対象となる子供の年令L

o調査対象となる子供の母親年令

ffi所

o家庭の職業

輿

問Ⅱ女児既製ドレスについて,母親に次の間を質問し該当する番号を○で囲み,該当するもののない場合は「そ

の他」のいちにOをつけ(例)のごとく記入してください。

(例)

あきのいちについて-・

あきのいちについて

とめの方法について

女児既製ドレスを買う
時の大きさのきめ方・・

EE

(;

肩あきがよい。

後あきがよい。

前あきがよい。

ui -三のHi

/1肩あきがよいo

政からすっぽりかぶるのがよいo i

2後あきがよい。

3前あきがよい。

4その他一一m一m-j

lボタンどめがよい。

2ファスナーどめがよい0

3スナップどめがよい。

4その他E

1身体にきっちり合うものを買う。

2大きめなものを買う0

3小さめなものを買う0

4その他i -I



ro女児既製ドレスを
買い求めるとき-

女児既製ドレスは

・女児既製ドレスは,
どこで貰うか-～.--

・O女児既製ドレスを貰う

とき誰が見て買うか-

母親は子供の服装

について---・・

女児既製ドレスを貰
うとき誰が好むもの

ヨ圏E^Z

女児既製ドレスを買

うとき一番気にかか

ること--

女児既製ドレスを買
い求めたら手直しを

して着せる場所一一

(

(

1必ず試着してみて買う。

2号数のみを参考にして買う。

3身体にあてがって見て買う。

4その他

1全部既製ドレスを利用している。

2全然既製ドレスを利用していない。

3仕立服と既製ドレスを合せて利用している。

rfTfl闇

1 1:1柑古

2子供服専門店

3 "蝣蝣--ベー-こ・・卜

fi tiri

5 -Cの仰

1祖父

2 mi寸

3父

4母

5兄

6 4i|i

7その他

1非常に気にかかる。

2気にかかる。

3あまり気にしない。

4その他E

1母親がみて満足できるもの。

2子供の好むもの。

3他人が見て,好むだろうと思われるもの。

4その他に

・1着やすいか。

2デザインがすきか。

3サイズが丁度よいか。

4布がすきか。

5ねだんが安いか。

6色がよいか。

7仕立てがよいか。

8その他

′1ボタンを,とりかえる。

2気にいらぬ装飾をとりのぞく。

3ボタンやスナップを丈夫につけかえる。

4身丈に合うように,丈を入れて著せる。

5ほつれやすい所を,ぬっておく。

6その他E==
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間Ⅲ女児既製ドレスについて,母親の希望や意見を聞き,記入してください。

;;h'・＼情

調査Ⅱは,調査Iの結果母親の求めている女

児既製ドレスと現在子供の着用している女児既

製ドレスとのあいだに相当の開きのあることに

気づき次のような方法で着用実態を行なった。

すなわち, 7月21日午後広島市の繁華街の三叉

路の一角をえらぴ,一見女児既製ドレスとみな

される服装をして歩いている2才～10才くらい

の子供400名について,とくに問題となった

「あき」の位置と「とめ」の方法について,観

察した。調査日の気象状況は第4表のごとくで

ある。

第4裏梅頭調査日の気象状況

昭和41年7月21H

広島気象台調べ

調査nrは女児既製ドレスを販売している広島

市内の百矧書や子供服専門店の販売状態,製作

にあたっている既製品工場での製作状態などに

ついて調査を行なってみた。

調査Ⅳは子供は後あきのファスナーどめをし

めるのに年令によってしめ加減が違ってくるの

ではなかろうかと思い,一定の条件を保つため

に長いフ7スナ-をつけたドレスを用意して,

これを着用させ,各年令層ごとに自分の力のみ

で金具をしめさす調査をした。あわせて子供に

女児既製ドレスについての意見や希望を聞いて

みたものである。

調査Ⅴは,ファスナーつけと,ボタンつけ,

スナップつけのしまつの時間の差について,磨

製服を直接製作している職人を対象として調査

したものである。
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調査Ⅵは調査Iの問nfに記された母親の希望

や意見欄に記された需要者の声をまとめて,そ

の問題を列記し(第5表)調査Iと同一家庭を

訪問し母親の認識などを調査してみた。

第5衰女児既製ドレスについての調苓(2)

o調査対象となるのは「女児既製ドレスについての調

査(1)」と同一人物であることo

o次の間は「女児既製ドレスについての調査I」の問

の中の問丑「女児既製ドレスについて,母親の希望

や意見を聞き記入してください」の記入欄に記され

たものをまとめて,つくられたものである。

o 「問」質問事項に対する解答欄に○×で記入のこと。

円I,",1 - m

ボタンつけや,スナップっけが,よくないと思
う。

裾のぬいしろを多くとってほしい。

脇などのぬいしろを多くとってほしい。

ぬい方を,ていねいにしてほしい。

ポケットを,必ずつけてほしい。

一人でぬぎ着のできるデザインにしてほしい。

全体のデザインが,ごてごてしている気がする。

子供服の号数は,製作工場によって,サイズが

違うことを知っている。

女児既製ドレスは安いと思う。

女児既製ドレスに対して今後改良が望ましい。

女児既製ドレスを買って体に舎うように手直し

をしてから着せる。

スナップやボタンを,しっかりつけかえてから

着せる。

サイズにJI S規柏のあることを知っている。



結果および考察

市販女児既製ドレスと需要者の希望する女

児既製ドレスの相違について。

近年既製服の進出はめざましいといわれてい

るが,女児既製ドレスにおいてもその例にもれ

ず非常に多くの利用率を示している。子供の既

製ドレスがいかに一般需要者に利用され親しま

れているか。第6表および第1図によって明ら

かなように女児既製ドレスを多少にかかわらず

利用しているものは,圧倒的に多く全体の97.5

%と恐るべき数を示している。

第6表女児既製ドレス年令別利用表

I.:::- ll--滝.・・・

蝣t; iここl

女児既製ドレス利用衰

利用率の高い原因としては,非常に手軽に,

かんたんに入手できてすぐ着られる。似合うか

似合わないかがその場で直接着て見ることがで

きてすぐわかる。また割り合いに安価であると

ころなどに原因があるものとみられる。しかし

ながら需要者の求めている女児既製ドレスと販

売されているものとの間に相当のひらきがある

ことが明らかになった。

(1) 「あき」と「とめ」

あきの位置やとめの方法について需要者の求

めている女児既製ドレスと,販売しているもの

との間にひらきのあることを知ることができ

る。あきの位置については第2図によって明ら

かにわかるように,母親のあきの位置について

の希望は前あきが89.5%と非常に多く,後あき

や肩あきを好むものは非常に少い。実際に女児

既製ドレスを着用している子供自身もあきの位

置については,前あきの服なら自分一人で着る

ことができるとか,着るのにたやすいからの理

由で84%も前あきの服を好んでいる。しかし,

このように需要者側の希望が母親も子供も前あ

きを好むのに反して,第2図に示されているよ

うに,販売されている女児既製ドレスのあきの

位置の実態は,後あきが90%,着用実態は64%

にものぼる。前あきのものを求めている母親が

大多数にもかかわらず,前あきを販売している

のは,わずか10%で着用実態も23%にしかすぎ

ない。希望と実態とは正反対で,後あきのもの

が圧倒的に多い。

第2図

「あき」のいちについての好みの比較
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後あき,肩あきが需要者の希望の多い前あき

をしり目に,このように多く販完きれているこ

とは着用の便利さを考えるよりも,一見豪華に

見えるため売れ行きがよいことを主体として,

製作されているとみられる。前身頃にあきをつ

くらなければ,あきの線が邪魔にならないので

デザインする範囲が広くなる。したがってデザ

インする場合に簡単にできいろいろなデザイン

が豊富に取り入れられることに原因があると思

われる。需要者の希望よりも見かけをよくして

売れ行きのみを考えている商魂たくましい業者

の営利主義のあらわれと考えられ非常に残念で

.h.

止めの方法についても,ファスナ-止め,ス

ナップどめ,ボタンどめなど一長一短があると

思われるが,第3図に示すように子供は,ファ

スナーをつけて,とめるものを好み,希望して

いるものが全体の86%にのぼるが母親は27.25

0/Oが希望しているにすぎない。ファスナー止め

のよい点として,子供は簡単にとめることがで

きて,ボタンやスナップのようにとれることが

なく,はずれる心配がない。急ぐとき早くしめ

られてよいが, -且こわれたり布に食い込んTご

ら大へん困るというように,良い点と惑い点を

合わせて指摘している。母親がファスナーを使

ってあるものを好まないのはファスナーで仕立

てた服は後あきのものが大部分をなし,着用す

る時に子供自身が一人で着用することは非常に

困難で必ずといってよいほど手伝わなければな

らないことが多いからではなかろうか。販売し

ている女児既製ドレスはファスナー止めが88%

の多数を示している。後あきの方法には最適の

部品であり,安く売るためには時間と手数がか

からずそのまま上からミシンでたたきつけて仕

立てることができて製作にあたり手間がかから

ない。これに反して,ボタン止めの製作には穴

かがりもともない比較的高度な技術と労働力を

必要とするために既製業者は好まないと思われ

る。

蝣IS

fc*ォ^^]一一一XIンとノ,bこJ L-

I I ----7ア}j-とp州Ji

Ly/〃ン′"//A - - -一人ト77'1'Vi;ユけし'

じ∴ 」・・--i・/>イ色

蝣・蝣3川

「とめ」の方法についての好みの比較
円環(1)母親の希望(3)着用実態
(2)子供の希望(4)販売実状

既野服の専門職人によって,このとめの方法

の時間差を比較してみると, (第4図参照)次

のような結果が現われた。仮に後あき40ニIllと

してファスナ-つけを実験してみると, -?一均一

本つける時間が30秒かかる40cmでボタン穴

は最低4衝は必要だと思われる。それに穴をあ

ければ必ずボタンをつけることになる。ボタン

4箇つけるのに約15秒。ボタン穴4衝で40秒か

かる。これを合計するとボタンどめの方法は平

均55秒かかることになる。スナップつけは4組

つけるのに平均45秒程度かかるが,スナップは

ミシンを使わず手仕事でつけられている傾向が

つよいようである。したがって,_ファスナーつ

けが最も短時間で仕立てられることができ,班

製服のように多量に製作するものは,このよう

な少しの時間差でも相当の時間の差を生じ労働

能率上好ましいと考えられている模様である。

~~-I I ∴
リニー-ノーノ

I =フ
ヽJ lナ_____メi:盲導犬冒担言
IiKH監

ファスナ-,スナップ,ボタンつけの労働時間差比較

(あき40cmに対する必要付風II-1最低量のもの)



各年令ごとに後あきでファスナーのついたド

レスを着用させ自分の力でこれをしめさせ,年

令別にみると,第5図ならびに第7表に示すよ

うになる。すなわち2才の子供は後あきのファ

スナ-の金具を上から下に下げることはもちろ

んのこと下から上に上げることは自分の力では

全然できないことを知ることができた。

(単位cm)

一一-:..*:・・*;・.,・'- -

華≡≡=子接桝.自分7"7ァストの上げ、られ5

暮Z才3才4才5才6x7オ8日オー0才

蝣-ft 5 [4

後開きのファスナ-を自力でIF
から上に上げられる年令別比較表(その1)

第7裏後あきのファスナーを自力で下から上にあげ
られる年令別比較表(その2)

(単位cm)

-ru--一一9__工竺__

6!7二13

.18-

10 134

RTuはmm

iSS
asm臼

49 87.7

53

54

55

57

59

61

63

きISSB自白き
の上げられる平均
値(床上から)

0

MB≒

て後あきの
7 -,・蝣'-j--

h>-,i:,¥、'Hi
SHKBH.

ファスナーを自分の力でしめることのできる

寸法は年令によってだんだん多くなってくるが

運動神経によって大差が出てくると思われる

る。 9才くらいになるとまず後に手を回して,

ある程度金具を上に上げ肩から後に手を回して

残りの金具を上に上げる。つまり二動作によっ

て完全にファスナーがしめられるようになるo

正常な服の着用状態では8才以下くらいの子供

は後あきでファスナ-止めの服は一人で着用す

ることは無理であることがわかる。母親のスナ

ップをつけて止めるのを好む42%やボタンをつ

けたのを好む28.75%にくらべ,子供のスナッ

プどめを好む4%とボタンつけを好むものが10

%にとどまったのも子供ながらに実際にドレス

を着用して不便さを感じて,この低率が示され

たものであろう。スナップははずれやすいから

いやだとか,一つ一つとめるのがめんどうだか

らいやだとか,ボタンは穴の位置をまちがって

入れることがあるからいやだという。子供の声

はきびしく,スナップやボタンつけのやり方が

よくなく,よくとれるからとの批判の声もあっ

た。しかし,ボタンとめの服のすきなのは,求

タンが直接体にあたらないので痛くないとか,

きれいなボタンがつけてあるので楽しいとかの

理由のみで,機能とか実用は考えず笑に無邪気

ですなおな子供らしい心理であきのしまつのよ

し恋しをきめているようである。

今回は母親中心だから子供自身の着服の心理

の発達については問題があるが,当面のテーマ

とは,はずれるので別の機会に報告したい。し

たがって子供の身体発育や活動能力および精神

発達,生活状態に適応したものを作り出すこと

が,今後子供の既製服デザイナ-の使命ともい

えよう。

(2)サイズ

母親はサイズについては案夕沌、とんちゃくで

第6図のように子供に試薗させて買う22.5%以

外はほとんどが体にあてがって見たり,あらか

じめ体のサイズを計っておいて年令を基準にし

た号数をたよりに買い求めるものが多い。第8

表に示すごとくJIS規格(文献1参照)をと
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り入れているメ-カ-は必ずしも多くない。福

富芳美氏(文献2参照)によると「メーカーに

よって同じ年令表示でもサイズの面は不統一が

ままみられる」このような見解をもっているに

もかかわらず第6図のように号数やサイズのみ

を参考に買い求めているものがある0第7図で

わかるように号数やサイズはメ-カ-によって

まちまちであることを知りながらも,これを基

準として買いその上第8図のように大多数の70

%強が子供のサイズよりも大き目なものを選ん

でいる傾向にある。これは成長の早い子供に少

しでも長.く着せたい執Lhであると思われるが,

これでは子供の個性もなくなり活動的に不便で

ある。

祁8去-'- '}一一Iに、し・-.て寸蝣蝣.i二に

差のある胸削りの比較表

(単位cm)

耶サ3iy

女児既製ドレスを買い求めるとき・・・
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第7図

母親のサイズについての認識

第8N
女児既製ドレスを貰うときの大きさのきめ方

近年子供の体位は向上の一路をたどり,とく

に肥満児などが多くなった現在,年令を基準と

したサイズの決め方は不合理であると思われ

る。年令と胸囲・身長のみでなく,体型の特徴

を基準としたサイズの表示をつくり,種類を多

くとりそろえ体に正しく合ったものを子供には

着用させてやりたいものである。とくに「全国

統一サイズ」の声は需要者側に大であるとみら

れ,今後にのこされた重大な課題といえよう。



Ⅱ女児既製ドレスを選択する諸条件につ

いて。

(1)選択する場所

デパートや専門店は,特殊な特売品でないか

ぎりメ-カー品をそろえている。そのためか第

9図のごとく70%は百貨店や専門店で購入して

いる。しかし,専門店よりも百貨店の万が気軽

にえらぶことができると母親はいっている。

蝣蝣T. 1 1、4

女児既製ドレスはどこで買うか

行商で買い求めている者が4 %で調査区域の

中では極端に辺地や島部が少々加わったために

この率が出てきたものではないかと思われる。

どんな理由にしても,行商の持ち歩いている数

少ない商品の中から子供のバラエティーに望ん

だ表情や体型に合わせて求めるということは不

可能である。女児既製ドレスにかぎらず,既製

il.-:蝣∴.‥ -一指い'.'I・"・'蝣I'蝣蝣''こI."'.、一一、

である。信用あるデパートまたは専門店で買い

求めることがのぞましい。

(2)選択のよりどころ

既製服選択の大切な-条件として,メ-カー

品をえらぶことをあげたが,メ-カ-品を指定

して買う人は全然ないといってよいほどで,メ

ーカーが気になるという母親34%もスタイルや

布地や色が気に入ればメ-カーなどは全然気に

していない気配がすると販売者はいっている。

つまり気に入ればどこの製品であっても関係は

なく買い求めていると思われる。第10図に示す

ように母親の年令の若いものは,あまりメーカ

ーを気にしていないが,年を増すほどメ-カー

にこだわるようになる。長年の経験でいろいろ

の製品をつかってみた結果,信用をもってつく

られたメーカ-品はその優良さがあることを身

をもって体験しているあらわれであろう。

第10図

メーカーを気にする母親の年令別割合

(3)選択する主体について

女児既製ドレスを買い求める場合,子供一人

で買いに行くということは絶対にないことであ

る100%に近い数が第11図のごとく母親が購

入の責を負っている。これは母親と子供との親

子関係において当然なことと思われるが,着用

する当の本人よりも員い求める母親側の意見が

多分に加味されているのではなかろうか。第12

図に示すように母親は子供の服装については関

心を持っていて,子供の日常の服装については

非常に気にかかっているものが60.75%,やや

気にかかるものは6.26%で,子供の服装につい

て全然気にかからないものは0の解答を得た。

このように服装については非常に関心を持ち,

購入の責任を担っている母親も選択方法につい

ては案外無責任であり,第13図のように外見か

ら見て自分自身が満足できるような布地やデザ

インや色であれば購入している。また,他人か

ら見て好まれると思われるものを求められる概

向にあり,子供白身の精神状況とか身体機能を

考慮したものは非常に少く,母親の子供服に対
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しての選択方法の非科学的な態度には淋しさを

感してO。

・Ti n I、ここl

女児既製ドレスを買うときは誰が見て買うか

・¥¥: 1L'I＼】

母親は子供の服装について

第13図
女児既製ドレスを買うとき誰が好むものを貰うか

しかし,子供はいつまでも他人まかせではな

く自分で選び,自分で着用して見て意見を入れ

て買うときがやってくる0 4才～5才ごろにな

I-1

ると精神的にも年令的にも自分の意見がいえる

ごろになるといわれるが,服装についてもこれ

がはっきりとあらわれてきているようで,第9

表のように4才をくぎりに,年令が多くなるに

つれて自分の意見を入れて服を買い求める子供

が多くなっているのに気づく。 4才以上の子供

月別ま母親と子供の意見のはいったもの,とくに

年令の大きくなるにつれて子供の意見が多くは

いったものをつくらなければいけないと思われ

る。

第9表子供は,年令が多くなるほど自分の意見を入

れて服を求める傾向
(自分の意見を入れて購入する年令別割合)

二言!.、 ll. > ''い:

司4%|l0%l32%l34%画70%82%
(4)製作技術による選択について

現在販売されている女児既製ドレスの製作方

面の批判および希望としては,仕上げの仕方は

あかぬけしているが縫い方が非常に雑で,時に

は衿の形が不そろいになっていることがあった

り,縫い糸が長く切りっぱLになっていたりし

もう少し気をくぼって,ていねいに縫ってほし

いものだO糸の種類は木綿の布のときは材質に

適当だと思われる木綿糸を使うべきである。近

ごろは布の伸縮のあるものが多く用いられてい

るようであるが,このような場合には糸も伸縮

性のあるものを使わなければその布の持ち味を

十分発揮することができないので,こんな所に

大いに気をくぼって業者側は製作にあたってい

かなければいけないと感じる。

T-^ 'A '-「こ:

201- ::5i

均vtastT.

31ォ-35i,

3bl -401

Mi)法上

第14図
ボタンつけやスナップつけがj:く

ないという母親年令別割合(%)



第14図に示すように,ボタンつけやスナップ

つけがよくないと母親各年令層の80%以上が言

っている。とくにボタンつけや穴かがり,スナ

ップつけは,近年機械をつかってつけられてい

る傾向で,ボタンをつけた糸の後任末などは実

に簡単になされている。われわれが自家製品と

して仕立てる服のボタンつけには布の厚昧分だ

け糸の足をつくり,それに糸を巻きつけて作業

するが,既製服にはこんな作業は全然なされて

いない。したがって一見しただけでも弱々しい

感じを抱かせる。

子供は身長が目立って伸びる。したがって,

丈が短かくなることが多いので,これを調節す

るた馴こ裾のぬいしろをたくさんとってほしい

ことはもちろんのこと,横巾の縫いしろを出し

てまで着ることははとんでないが,夏のドレス

はほとんど自家でせんたくをし,せんたく機を

使うことが近ごろは多くなったた馴こ縫いしろ

が少なければ布がほつれてその位置からほつれ

はじめる。そのために横巾の縫いしろを多くし

てほしい希望があるものと思われる。

(5)デザインによる選択について

デザイン方面の批判としては,子供が一人で

簡単に脱ぎ着のできるようなものが少い。また

デザインが非常にごてごてしていて実用的でな

く,刺繍やレース,フリル等の装飾が多すぎて

使用目的に合わせてつくられたものが少ない。

同じ種類のデザインが多すぎ,各年令層に同じ

布で同じデザインを使ってつくったものが多く

て好ましくない。年令によってデザイン・柄・

色は好みがちがい,似合うデザインも柄も色も

違うはずであると思われ,この希望の出るのは

必然的であろう。また,必ずポケットをつけて

ほしい。小さい子供には案外ポケットが自分の

夢を託す場所として使われ,せいぜい小石やお

菓子を入れる程度の役目かも知れないが,幼稚

園や学校に行くようになれば何かと持ち物もあ

りハンカチを持つ意義を教えられチリ紙を持つ

ことを教えられるが,入れる場所がなくてはな

かなか持つことができない。デザインの中に入

れ込むことも大切であるが,不可能なときは仕

立てるときに脇の縫い目の位置を利用してポケ

ットをつけることは手数がかかって大仕事にな

ると思われるが,こんなところに気を使って仕

上げるのが業者として親切なやり方ではなかろ

うか。前に述べたように,できるだけ希望条件

に近いものを求めるが,しかしながら自分の希

望条件にぴったりしたものは,なかなか入手す

ることはむずかしいので,一員購入したドレス

を着用する子供の体格や個性に合わせて手直し

をして着用さすものも目立っている。長く着せ

るために丈の長いものを求めるものが多く,身

丈の長いのは見た目にもいちばん不格好でもあ

り活動的でもないためか,この個所を手直しし

て着せるのが第15図に見るように48%と目立っ

第15図

女児既製ドレスを買い求めた
ら手直しをして着せる場所

スナップやボタンをつけかえてから着せる用

意周到な母親もあり,レースや刺繍,フリルな

ど気に入らない装飾を自分の好みに変えている

ものもある16.5%と案外高率のボタンを,と

りかえてから着せるものの多いのは,既製服に

は案外安価な粗悪品を使っていて少し上等なも

のにとりかえるわずかな心づかいによって, -・

段と洋服の価値が上がってくることに気づいて

いるものと思われる。

(6)価格による選択について

ねだんの批判については,よい品で手の込み

入っているものは目の出るほど高いが普段に着

せる簡単なものは仕立てるよりも安く入手でき

るような気がするが第10表に示すように決して

安いとはいっていないようである。
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第10表女児既製ドレスは安いと思う母親年令別表

母親の年令(才) l割合(%)

(7)選択順位について

女児既製ドレスを購入するときの需要者側の

希望条件をまとめてみると,第16図にあげられ

ているように第一の条件としてはデザインのよ

いことに需要者の半数に近い43.25%が主眼を

おいているようである。これは心理的にみても

必然的なことであるといえよう。次につづく条

件として,サイズが丁度よいもの16%,着やす

いもの14%,ねだんの安いもの11.25%,仕立

てのよいもの9.5%,色のよいもの3.5%,布

が気に入ったら買う2.5%の順で求められてい

る。母親の年令別の考えと,子供の年令別によ

る母親の考え,また都市郡別にみた母親の考え

には第11表のように一例をあげてもあまり極端

な差はないのでデザイナーおよび製作者,販売

者側にとっては非常に好都合なことである。以

上のべた母親と子供の意見を総合して,今後ま

すます需要者の希望にそえるようにデザイン方

面,製作方面に心をそそぎ女児既製ドレスの改

善がなされなければいけないと考える。

第16図

女児既製ドレスを買うとき一番気にかかること
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Jll総括

以上総括してみると

(1)女児既製ドレスの利用率は非常に高い。

(2)需要者の求めている女児既製ドレスと販

売されているものとの闇に相当のひらきがあ

る。とくに「あき」の位置と「とめ」の方法に

ついては希望されているものと実態とでは正反

対である。

(3)需要者はサイズの全国統一化をのぞんで

いるが,メーカーによってサイズがまちまちで

あることを知りながらも,号数をたまりに買っ

たり子供より大き目なものを選び勝ちなように

サイズについては非常にむとんちゃくである。

(4)子供は年令が多くなればなるほど自分の

意見を多分に入れて洋服を買うようになる。

(5)母親は子供の服装には関心があり,子供

の服を買い求める責任は多く母親にある。

(6)現在販売されている女児既製ドレスの製

作方面の批判,デザイン,価格の批判の目は,

きびしく今後の女児既製ドレスのあり方につい

ての希望は大である。

(7)母親の年令別の考え,子供の年令別につ

いての母親の考え,都市摘rjの母親の好みや希望

にあまり目立った差がないのでデザイナ-や製

作者,販売者にとっては好都合である。

(8)需要者の希望をとり入れて子供と母親,

デザイナ-,製作者,販売者が一体となって,

よりよい女児既製ドレスをつくることが心要で

ある。

ここで母親と子供の求めているデザインや,

いろいろの条件をある程度発見することができ

た。これにふさわしいデザインを夢みて第17図

(文献3参照)のようなスタイルを考えてみた。

このデザインによる作品をつくり,デザインの

批判,製作のよし慈し,販売状況の成績,試着

の結果などによる調査成績を今後の研究テーマ

としてみたい。
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第17図

本調査に御指導御助言をいただきました本学参考文献

の梅見綾子教授・また,調査にご協力いただき(1)叫。工業規格: L4202-1962 2

ました広島市立袋町小学校,福屋百貨店,十和(2)福富芳美;子供服のデザインに関する2, 3の私見

株式会社,既製服製作工場平岡商店および本学繊維製品消費科学7, 400, 1966

学生に厚く謝意を表します(3)谷山和美:広島高等洋裁女学院月刊誌1966, 111

A Study on Girls'Ready-Made Summer Dresses (The First Report)

(On new designs based on p叩ular demands)

By Kazumi Tamyama

Recently ready一made clothes have made remarkable progress both in number and quality,

especially girls'ready一made dresses are conspicuously in demand.

The purpose of this study is, through on-the-spot investigations, Io throw some hghf upon

lhe following problems:

1. What do mothers demand for their children's ready-made dresses?

2. How are th girls'ready-made dresses on the market?

3. What kind of ready-made dresses are worn by the children in their daily life?

4. What are the merits and demerits of girls'ready-made dresses?

Thus I would like to know how such dresses should be improved.

The mothers I asked for their opinions were picked at random out of †hose who live in

Hiroshima Prefecfure and its vicinity and have daughters between the ages of 2 and 10 ; they
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were 400 in number. The children I rnvesligafed were †hose who were walking along the busy

slreefs in Hiroshima, apparently in ready-made dresses, between the ages of 2 and 10 and

some children aT cerfam elementary schools in †he city ; they were about 400 in number. The

sales survey includes the department stores and children's clothes speciality stores in the city.

The manufacTurmg survey includes ready一made clothes manufacTunngねcfories and the likes

inthecity.

The mothers'opinions were collected by the investigators'personal visits to individual

homes. The selling situation, buyers'needs and the manufacturing time were also checked up

on the spot. I have found as a result that there were large discrepancies between the needs

of the consumers of ready-made girls'dresses and the dresses on the market at the present.

time. For example, mothers want the dresses with front opening while most dresses in The

stores and actually worn by the children have opening on the back. Mothers want front open-

ing dresses because then the children can wear them by themselves without being helped by

others. Buでthe manuiacでurers say †hat back-opening ones are simpler in design and look

gorgeous. Mothers want dresses with snaps and buttons but those with fasteners are manv on

the marks† because they are easily made in less time. The consumers want the sizes standardized

but ll seems difficult fo realize it Some consumers, however, are indi壬ferenT 1・o the size.

Mothers are much interested in their children's clothes and †hey are responsible for buying

them, but as children grow up to the age of four or five, †hey begin fo have their own opinions

about tneir dresses and are inclined to get what †hey want. ′This tendency grows stronger as

thev become older until finally they insist on their own choice. There is liftie difference in

the choice among mothers of diverse ages or of having children of diverse ages or those

living in the city or in the country, the fact of which is convenient lo the designers, manu-

iacturers and salesmen.

ConsequenTly, the designers, manufacturers and salesmen should cooperate, †aking into

consideration the needs of the consumers, and make better and more convenient girls'i・eady-

made dresses.
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